
地球環境関連項目のモニタリン地球環境関連項目のモニタリン
グ結果についてグ結果について

応用研究部　古明地　哲人応用研究部　古明地　哲人



調査の目的調査の目的

都市における地球環境関連項目の実態把都市における地球環境関連項目の実態把
握握

バックグラウンド濃度との比較による都市活バックグラウンド濃度との比較による都市活
動の影響の大きさの把握動の影響の大きさの把握

施策効果の判定施策効果の判定

施策推進の基礎資料施策推進の基礎資料



調査地点、項目調査地点、項目

　　東京都環境科学研究所　　東京都環境科学研究所屋上において屋上において

　　以下の　　以下の項目を測定項目を測定

・・ 二酸化炭素（二酸化炭素（ COCO2 ））

　　 　　　　 ・・フロン類（３種類）フロン類（３種類）

　　　　 ・亜酸化窒素（・亜酸化窒素（ＮＮ22ＯＯ））

　　　　　　　　 ・六フッ化・六フッ化硫黄（硫黄（SFSF66))　　

　　　　　　　　 ・・紫外線紫外線UVUV--B B 　　

　　＊＊ＣＯＣＯ22にについては過去に町田、新宿、檜原で実施ついては過去に町田、新宿、檜原で実施　　　　　　
　　



（Ⅰ）二（Ⅰ）二酸化炭素酸化炭素
温暖化メカニズムと温室効果ガス温暖化メカニズムと温室効果ガス

（１）　温暖化効果　　　（２）　温室効果ガスとその　　　　（１）　温暖化効果　　　（２）　温室効果ガスとその　　　　
　　　　　　　　　　　　　　メカニズム　　　　　　　　　　　　　　　　　　メカニズム　　　　 　　寄与寄与

率率(%)(%)
　 日本　　世界

CO2 　　 92.9     　　60.1

CH4 1.7         19.8 

N2O          2.8           6.2

CFC         1.4          13.5 

　　　　 (2000)       (1998)

(環境省環境白書H15)　

影響影響
・マラリア　　・気象災害・マラリア　　・気象災害
・気温上昇　・海面上昇・気温上昇　・海面上昇



バックグラウンドのバックグラウンドのCOCO２２濃度のトレンド濃度のトレンド
((地球レベルの状況（１））地球レベルの状況（１））



地球環境関連物質の観測地点（気象庁）



二酸化炭素濃度の比較二酸化炭素濃度の比較
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綾里綾里ののCOCO22 月月月別濃度月別濃度のの割合割合(97(97--00)00)

綾里

8.0
8.1
8.2
8.3
8.4
8.5
8.6
8.7
8.8

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

月

割
合
(%
)



COCO22の測定地点の測定地点

。。

・桧原 （新宿）
（江東）（2000-2001年） （1994-1998年）
（1994-1998年）



江東江東ののCOCO22月別濃度月別濃度のの割合割合(94(94--98)98)

江東

8.0
8.1
8.2
8.3
8.4
8.5
8.6
8.7
8.8

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

月

割
合
（
%
)



新宿新宿ののCOCO22月別濃度月別濃度のの割合割合(94(94--98)98)
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地点別地点別COCO22時間濃度時間濃度のの日変化日変化

((江東江東、、新宿新宿：：9494--9898、、桧原桧原：：0000--01)01)
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((Ⅱ）フロン類Ⅱ）フロン類

オゾン層破壊のメカニズムと紫外線の透過オゾン層破壊のメカニズムと紫外線の透過

オゾン層の破壊 紫外線の透過

影響影響

　・皮膚がん・白内障・皮膚がん・白内障・皮膚がん・白内障

　・植物生育阻害　・植物生育阻害　・植物生育阻害　

315-400nm
280-315nm

100-280nm

CFC＋UV-C→C l
C l+O3→C l O+O2

オゾン分解反応

C l O+O→C l+O2
O+O２→O3
オゾン生成反応

『地球環境保全東京アクションプラン」より



主要なフロン類主要なフロン類

　・フロン１１：　・フロン１１：CCCCｌｌ３３FF,,トリクロロフルオロメタントリクロロフルオロメタン

冷蔵庫などの断熱材製造時の発泡剤冷蔵庫などの断熱材製造時の発泡剤

廃棄時の断熱材の処理が問題廃棄時の断熱材の処理が問題

・フロン１２：・フロン１２：CCCCｌｌ２２FF22,,ジクロロジフルオロメタジクロロジフルオロメタ

ン、冷蔵庫、クーラー等の冷媒ン、冷蔵庫、クーラー等の冷媒

・フロン１１３：・フロン１１３：CCCCｌｌ２２FCCFCCｌｌFF22,,トリクロロトリフルトリクロロトリフル

オロエタン、オロエタン、ICIC製造時の洗浄剤製造時の洗浄剤

＊これらのフロン類は１９９５年に製造禁止＊これらのフロン類は１９９５年に製造禁止



南極のオゾンホール南極のオゾンホール



日本各地のオゾン濃度日本各地のオゾン濃度((気象庁）気象庁）



フロン類の濃度のトレンドフロン類の濃度のトレンド
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江東江東とと綾里綾里ののフロンフロン類類濃度比濃度比のの経年変化経年変化
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東京都環境科学研究所が開発したセメント東京都環境科学研究所が開発したセメント
キルン法によるフロンの破壊キルン法によるフロンの破壊



（Ⅲ）紫外線（Ⅲ）紫外線（ＵＶ－Ｂ）（ＵＶ－Ｂ）

紫外線の影響　紫外線の影響　

　　　　　　・・白内障白内障
　　　　　　　・　・皮膚がん皮膚がん

　　　　　　　・　・生物生物被害被害((動物、植物等）動物、植物等）

諸外国諸外国の取組みの取組み

　　　　　　・・オーストラリアオーストラリア：合い言葉は：合い言葉はSlip !Slop !Slap !Slip !Slop !Slap !　　

　　　　　　　　長袖シャツを着よう！　日焼け止めクリームを塗ろう！長袖シャツを着よう！　日焼け止めクリームを塗ろう！
　　

　　　　つばの広い帽子をかぶろう！　　　　　つばの広い帽子をかぶろう！　

　　　　紫外線予報：天気予報の一環として紫外線予報を実施　　　　　紫外線予報：天気予報の一環として紫外線予報を実施　

　　　　ランクは弱い１～極端に強い　　　　ランクは弱い１～極端に強い+11+11までまで55段階段階

　　　　　　・世界保健機構（・世界保健機構（WHO)WHO)：：健康影響に関するワークショップ健康影響に関するワークショップ

　　　　　　・アメリカ・アメリカ：：00--1010までの　までの　UVUV　　IndexIndexで注意を喚起　　で注意を喚起　　



環境科学研究所屋上での観測環境科学研究所屋上での観測

紫外線計
太陽追跡型紫
外線計UV-B



日本日本各地各地ののUVUV--BB日日積算量積算量のの比較比較(1999)(1999)
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晴天時晴天時ののUVUV--BB等の等の変化変化((夏季・冬季夏季・冬季))
(2000.7.29,12.5)(2000.7.29,12.5)

1680

338

0

300

600

900

1200

1500

1800

0 4 8 12 16 20 24
時刻

U
V
-
B
量
・
日
射
量
（
m
W
,0
.0
1
M
J
/
m
2
)

紫外線

日射量

393

195

0

300

600

900

1200

1500

1800

0 4 8 12 16 20 24

時刻

U
V
-
B
量
・
日
射
量
 (
m
W
，
0
.0
1
M
J
/
m
2
)

紫外線

日射量



曇と晴の曇と晴のUVUV--BB量量
　雲の状態と透過したＵＶ－Ｂの関係(99-01)
（図中の数値はＵＶ－Ｂ量の平均強度）

260.3 257.4

517.6
703.5 757.0

1016.5

1466.9

0

200
400

600
800

1000

1200
1400

1600
1800

2000

雨 ＜0.5 0.5-
1.0
1.0-
1.5
1.5-
2.0
2.0＜ 快晴

日射量　（MJ/m2）

Ｕ
Ｖ
－
Ｂ
量
　
（
m
W
/
m
2
）



まとめまとめ

・・ これこれまでの結果からまでの結果から都市活動が地球関都市活動が地球関

　　連項目に及ぼす影響　　連項目に及ぼす影響が分かった。が分かった。

・・ またフロン類またフロン類はは施策の施策の効果も把握効果も把握するする

ことが出来た。ことが出来た。

・・ こんごこんごも観測を継続することも観測を継続することによって新によって新

たな施策のたな施策の展開につなげていく。展開につなげていく。
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